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１．概要（Summary ）目的・用途・実施内容 

本研究では原子力安全の重要基盤技術における、シビ

アアクシデント時の溶融燃料とコンクリートとの相互

作用(MCCI)によって発生するCOガスによる触媒被毒

に注目した。そこで、Fe 添加貴金属触媒に対する担体

による CO ガスの影響と反応メカニズムを解明するた

めに「その場」XAFS測定を行った。 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 

CO ガスの吸着と脱離のメカニズムを解明し、Fe 添加

による構造の違いが反応性の違いにどのように影響を

与えているのかを明らかにし、被毒成分によってH2-O2

反応が阻害されない適切な担体材料を探索する。分光

結晶に Si(111)結晶を用いFe K-edge(7111.2 eV)近傍の

エネルギーを持つ X 線を検出する。検出器には蛍光体

と CCD カメラを用い、蛍光体に白色 X 線が当たるよ

うに配置することで発生した可視光を CCD カメラに

て記録した。測定を行う際には水素雰囲気、酸素雰囲気、

CO雰囲気、COガス共存下において水素ガスと酸素ガ

スを導入した混合ガスにおいて測定を行い、各触媒の

吸着種を確認した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

He 雰囲気で測定した際のフーリエ変換のスペクトル

からFeの一部のFeが合金化して触媒を形成している

ことが分かった。 

Pt-Fe 合金触媒において担体ごとに異なる XAFS スペ

クトルを得た。従来の担体材料であるアルミナではCO

の吸着が確認されたがCO対策のために用いたCZY担

体の触媒では比較的 CO 吸着によるスペクトルの変化

が小さかった。このことからCZY担体ではCOの吸着

が少ないことが分かった。 
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